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平成２３年１１月 
 

柏市協働事業提案選考委員会 



 

「平成２３年度協働事業に対する提言」について 

 

 

本書は，平成２３年度に実施された協働事業ふりかえり会議及び既存事業の見

直しの会議に基づき，来年度実施すべき協働事業及び提案制度の運用上の課題に

ついて，選考委員会から柏市へ提言するものである。 

 

＊    ＊    ＊    ＊    ＊ 

 

今年度の提案制度は，次のようなスケジュールで運用された。 

   ４～５月  提案事業の募集 

（提案 0 件） 

  １０月２日  ふりかえり会議 

         （平成 22 年度採択事業について，上半期の実施状況をふ 

りかえり，下半期及び次年度に活かしていくために実施。 

実施団体，事業関係部署，協働コーディネーター，選考 

委員会，事務局（協働推進課）が参加） 

         既存事業の見直し 

         （平成 22 年度選考委員会からの提言により制度化。採択 

～事業実施から 5 年経過し，現在も継続されている事 

業について再評価し，今後の事業に活かしていくために 

実施。実施団体，事業担当課，協働コーディネーター 

（オブザーバーとして参加），選考委員会，事務局（協 

働推進課）が参加） 

 

 

今年度の協働事業提案制度は，残念ながら市民公益活動団体からの提案がなか

った。 

 

しかし，10 月に実施された，ふりかえり会議と新たに制度化された既存事業

の見直しの会議において，各事業に対する建設的な意見が出た。また協働事業の

あり方に関する課題も散見された。 

 

こうした状況を踏まえ，今後の事業実施及び協働事業提案制度の運用における

課題と改善案を提案するものである。来年度以降の事業及び制度に反映されるよ

う，検討されたい。 
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１ ふりかえり会議対象２事業への提言 

  去る１０月２日に，平成２２年度に採択された２事業について，実施団体と

関係部署，協働コーディネーター，選考委員会，事務局の５者間でふりかえり

会議が実施された。 

その内容を踏まえて当該２件の協働事業の次年度以降の実施について，市に

提言することとした。 

① 

対象事業名 
子どもスポーツ苦手解決支援事業 スマイル運 

動教室（鉄棒上達教室） 

実施団体名 (特活)スマイルクラブ 

事業関係課 スポーツ課 

② 

対象事業名 
学校における「デートＤＶ」防止プログラム実

施事業 

実施団体名 グループＳＥＣ(地域で‘性共育’をつくる会) 

事業関係課 学校保健課，男女共同参画室 

 

ふりかえり会議の概要 

①子どもスポーツ苦手解決支援事業 スマイル運動教室（鉄棒上達教室） 

【事業概要】 

柏市内小学校 10 校の 3 年生で逆上がりが苦手な子 20 名を対象に，1 回 60 分の教室を週 2

回で合計 4 回放課後に実施（鉄棒上達教室）。 

また，鉄棒上達教室のサポートスタッフを養成する研修会も実施。将来的な市のスポーツ振

興の担い手づくりを目指す。 

【事業の現状】 

・東日本大震災の影響により校庭が使用できず，上半期は実施していない。 

・学校からの申し込みは，10 校のところ 8 校。 

・情報の伝達・共有において，実施団体と担当課との間で認識の不一致があった。 

１ 事業のすすめか 

たについて 

○実施団体と担当課の間で，コミュニケーションの不足や，意思疎通

がうまく図られていない部分が見受けられるため，定期的な連絡会

議の実施が必要。 

○担当課は，学校側のニーズ（土日開催，授業内での実施等）を調整

し，より多くの学校における実施を目指して欲しい。 

２ 協働のありかた 

について 

○協働事業は，１回事業をやれば良いということではなく，その事業

の効果や考え方を，行政に定着させていくということが重要。 

○学校へ定着させていくには，体育教員自身もノウハウを習得するこ



2 

 

とが望ましい。そのためには，教育課程編成の指導・助言や，教 

職員の研修などを担当している指導課とも連携し，効果の実現に向

けて戦略的に進めていくことが求められる。 

３ 次年度以降の事 

業実施について 

○当該事業の目標を明確にし，その達成のための手法や評価について

 確立していくことが必要。 

○目標が達成された際には，事業の終了も考えられる。予め，学校へ

の定着を図るため，教員に対し，鉄棒指導のノウハウを蓄積させる

方法についても検討して欲しい。 

 

 

②学校における「デートＤＶ」防止プログラム実施事業 

【事業概要】 

市内の中学校 10 校で「デートＤＶ防止プログラム」を実施（90～120 分）。内容は，「デー

トＤＶとは何か」，「ＤＶの本質は『力と支配』」，「デートＤＶをなくすために気づくこと・

学ぶこと」，「ＤＶが起きたときのサポートについて」など。 

【事業の現状】 

・上半期で 3 校実施。学校からの申し込みは 10 校予定のところ，8 校。 

・事業実施に当たり，実施団体は学校との事前打ち合わせ・事前アンケート・実施後のアン

ケート・教員からの感想の聴取など，きめ細やかに対応している。 

・役割分担や情報共有において，実施団体と担当との間で認識の不一致があった。 

１ 事業のすすめか 

たについて 

○事業実施までの準備において，実施団体の負担が大きく，今後の事

業への影響が懸念される。役割分担について，実施団体と担当課で

よく協議することが必要。 

○委託料の支払いについて，実施団体側から要望が出されている。 

委託料支払いのあり方は次年度以降の予算で検討することになる 

が，実施団体の経費負担も考慮し，こちらもよく協議して欲しい 

２ 協働のありかた 

について 

○社会的に理解されにくいが，必要性の高い先駆的な事業を学校現場

に持ち込み，目標 10 校のところ 8 校まで実施を決めたことは，実 

施団体はもちろん，担当課の姿勢も素晴らしい。 

○当該１事業に限ったことではないが，保守的になりがちな学校現場

を変えていくということも必要である。 

３ 次年度以降の事 

業実施について 

○このような事業は１回では身につくものではなく，教員の理解を深

めることも必要と思われる。教職員の研修などを担当している指導

課とも連携し，戦略的に進めていくことが求められる。 

○養護教諭のアンケート結果にある「生徒の家庭でＤＶが起こってい

ると感じたことがある＝20 校中 12 校，生徒自身にＤＶが起こって

いると感じたことがある＝20 校中 6 校」という結果を深刻に受け 

止め，行政（教育委員会）全体での取り組みについて検討して欲し

い。 
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２ 既存事業の見直しを踏まえての提言 

去る１０月２日に，平成１７年度に採択された３事業について，実施団体と担

当部署，選考委員会，事務局の４者間（協働コーディネーターはオブザーバーと

して参加）で見直しが行われた。 

その内容を踏まえて当該３件の協働事業の次年度以降の実施について，市に提

言することとした。 

① 

対象事業名 
大津ヶ丘中央公園敷地内の花壇の協働による管

理事業 

実施団体名 花ボラ会 

事業担当課 公園管理課 

② 

対象事業名 柏ＪＳＬ学習会 

実施団体名 ＪＳＬ児童生徒の日本語と教科学習の支援会 

事業担当課 指導課 

③ 

対象事業名 小学校体育の授業サポート事業 

実施団体名 (特活)スマイルクラブ 

事業担当課 指導課 

 

既存事業の見直しのすすめかた 

●事業担当課より，協働事業報告書により事業実施状況報告（5 分） 

●選考委員より，実施団体及び担当課へ質疑応答（10 分） 

●採点（4 分） （以上，20 分間で実施した） 

 

既存事業の見直しの概要 

①大津ヶ丘中央公園敷地内の花壇の協働による管理事業 

【事業概要】 

大津ヶ丘中央公園敷地内の花壇を年間を通じて維持管理する事業で，花壇の管理にあたって

は，購入した苗の定植だけでなく，種からの苗作りや堆肥作りを行う。また，定期的な雑草

の除去，水遣りも計画的に実施する。 
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１ 事業のすすめか 

たについて 

○実施団体と担当課の間で，役割分担の意識が希薄であり，コミュニ

ケーション不足が見受けられるため，話し合いが必要。 

○実施団体にメンバーの減少及び高齢化が見られ，負担の増大が 

 懸念されることから，地域住民を多数巻き込むなど，事業そのもの

のあり方を検討したほうが良い。 

２ 協働のありかた 

について 

○現在は，新しい協働のありかたとして，里親制度なども実施されて

いる。現在の形（委託事業）にこだわる必要があるのか疑問。 

○但し，市民が花壇の管理をするという協働の形は素晴らしく，柏市

全体に広めていくことを検討して欲しい。 

３ 次年度以降の事 

業実施について 

○コミュニティ意識が薄れている現在，地域の町会・自治会に働きか

け，自分たちで地域を良くするという動きを促してみてはどうか。

○さらに，地域に小学校があるなら，町会・自治会から働きかけて，

未来を担う子どもたちに参加してもらうのも，一つの方法である。

４ 参考（再評価の 

結果） 

 

(1) 評定結果 

 ８名の選考委員会において４つの評価項目（配点１０点，全委員計

８０点，合計３２０点）で評価を行った結果は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54

45

49

59

　ニーズ・公益性

　独創性・専門性

　協働の必要性

　予算の妥当性
　・費用対効果

配点

得点

 

 

 

 

 

評価項目 配点 得点

　ニーズ・公益性 80 54

　独創性・専門性 80 45

　協働の必要性 80 49

 　予算の妥当性　・費用対効果 80 59

合計 320 207

Ａ －

Ｂ 2名

Ｃ 5名

Ｄ 1名

事
業
へ

の
評
価

公益性が高く，今後も協働事業として実施するこ
とが望ましい。

多少課題はあるが，今後も，協働事業として取組
んでもらいたい。

協働事業としてではなく，共催・後援・広報支援
など，なんらかの事業協力でよいと思われる。

今後は協働事業として実施しないほうがよい。
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②柏ＪＳＬ学習会 

【事業概要】 

市内在住の日本語を第二言語とする児童生徒（ＪＳＬ児童生徒）が，学校の教科学習に効果

的に参加できるよう，母国語と日本語を併用した学習会を開催し，教科学習を支援する。 

ＪＳＬ児童生徒の生存率（退学，不登校を防止）を高め，共生の社会づくりを促進する。 

１ 事業のすすめか 

たについて 

○経費積算が低すぎるように思う。実施団体の専門性や負担を考慮 

し，適切な額での委託契約事業とすることを検討して欲しい。 

○支援が必要な児童・生徒はもっと多いと思う。さらなる連携強化・

広報により，支援件数を増加させて欲しい。 

２ 協働のありかた 

について 

○協働で事業を実施するのだから，教科書支援の実施で終わらせず，

各校１～２名の子が，初期日本語支援を終えた後も，授業に付いて

いけないという事実に対しての分析が必要。 

３ 次年度以降の事 

業実施について 

○社会的な認知度は低いが，必要性は高く，行政とＮＰＯとの協働で

こそできる事業であるため，継続が望ましい。 

○親が日本語でのコミュニケーションを図れないと，子どもの日本語

能力が上がらないという問題点も考えられる。当事業でニーズを発

見⇒担当課へ連絡等，今後は，行政全体として家庭へ支援に入るこ

とも検討して欲しい。 

４ 参考（再評価の 

結果） 

 

(1) 評定結果 

 ８名の選考委員会において４つの評価項目（配点１０点，全委員計

８０点，合計３２０点）で評価を行った結果は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75

68

71

71

　ニーズ・公益性

　独創性・専門性

　協働の必要性

　予算の妥当性
　・費用対効果

配点

計

 

評価項目 配点 計

　ニーズ・公益性 80 75

　独創性・専門性 80 68

　協働の必要性 80 71

 　予算の妥当性　・費用対効果 80 71

合計 320 285

Ａ 5名

Ｂ 2名

Ｃ 1名

Ｄ －

事
業
へ

の
評
価

公益性が高く，今後も協働事業として実施するこ
とが望ましい。

多少課題はあるが，今後も，協働事業として取組
んでもらいたい。

協働事業としてではなく，共催・後援・広報支援
など，なんらかの事業協力でよいと思われる。

今後は協働事業として実施しないほうがよい。
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③小学校体育の授業サポート事業 

【事業概要】 

小学校の体育授業にスタッフを派遣。複数の指導者により授業の質を高めると同時に，運動

指導のスキルを教師と団体が共に高めあう。こうしたことにより，子どもたちの体力向上を

図ることも目的としている。なお，当面は特殊学級等がある小学校でのサポート事業を中心

としつつも，学校の要望に応じて普通学級のサポートも実施する。 

１ 事業のすすめか 

たについて 

○特別支援学級の体育授業において，サポートスタッフの必要性は高

い。もし職員を追加配置したとすれば，現在の予算では収まらず，

費用効率の良い事業と言える。 

２ 協働のありかた 

について 

○この事業自体は素晴らしいが，毎年同じ事業の繰り返しでは成果が

定着せず，永続的に続けることに成る。事業の効果を，いかに学校

に定着させていくのかという戦略が重要。 

３ 次年度以降の事 

業実施について 

○この事業は，誰でも教育を受ける権利があることを学校に示してい

くために必要な事業。 

○現状では，同じ学校で２年続けて事業を実施することはできない。

３年間続けての実施を可能にし，その間にノウハウを引き継ぐ等，

新たなやり方を検討して欲しい。 

４ 参考（再評価の 

結果） 

 

(1) 評定結果 

 ８名の選考委員会において４つの評価項目（配点１０点，全委員計

８０点，合計３２０点）で評価を行った結果は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68

64

63

68

　ニーズ・公益性

　独創性・専門性

　協働の必要性

　予算の妥当性

　・費用対効果

配点

計

 

評価項目 配点 計

　ニーズ・公益性 80 68

　独創性・専門性 80 64

　協働の必要性 80 63

 　予算の妥当性　・費用対効果 80 68

合計 320 263

Ａ 2名

Ｂ 5名

Ｃ 1名

Ｄ －

事
業
へ

の
評
価

公益性が高く，今後も協働事業として実施するこ
とが望ましい。

多少課題はあるが，今後も，協働事業として取組
んでもらいたい。

協働事業としてではなく，共催・後援・広報支援
など，なんらかの事業協力でよいと思われる。

今後は協働事業として実施しないほうがよい。
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３ ふりかえり会議及び既存事業の見直しを終えて 

（協働事業提案選考委員会委員長 小松 孝之） 

 

今回，ふりかえり会議に参加し，また初めて既存事業の見直しを実施したが，

単なる評価で終わらず，事業のあり方について建設的な意見が出され，大変有意

義であった。議論の中で注目した点と制度運用について感じた点を列挙したい。 

 

(１)  ふりかえり会議は，従来，実施団体，事業関係部署，協働コーディネー 

ター，事務局（協働推進課）の４者が参加し，意見交換により得られた「気 

づき」を その後の事業展開に活かしていくという目的で実施してきた。 

   今回，初めて選考委員会が参加したことで，事業のすすめかたといった事 

務的な内容に留まらず，それぞれの協働事業が目指すべき将来的な展望と， 

具体的な改善案が出され，画期的な内容となった。 

 

(２)-① 既存事業の見直しについては，３点ほどの改善点を挙げたい。 

   １点目は，見直しまでの期間である。現行では５年間の事業継続を待って 

見直しを実施することになっているが，３年間に変更することを提案した 

い。 

    協働事業の目的の１つは，実施団体と事業担当課が互いの専門性を活か 

し，企画段階から話し合いを行うことで，事業効果を高めていくことにあ 

る。しかし，５年も経過すると，事業が硬直化してしまうのではないか， 

という意見が多く出されたためである。 

    これは協働事業提案制度の制度設計そのものに関わることでもある。採 

択に際し，実施団体及び事業担当課に対して，以下の２点をしっかり示し 

ていくことが求められる。 

ア 事業を継続する場合には，５年間で事業計画を立て，３年間で見直 

しを行う。場合によっては予算の減額も予め念頭に入れること。 

    イ また，ふりかえりは毎年実施すべきである。１年間の事業をふりか 

えり，課題や役割分担の確認を行う。それを踏まえ，次年度の事業の 

企画立案を双方協議の上で行うこと。 

 

(２)-② ２点目は，議論の時間である。今回は，評価に主眼を置いていたため，

２０分でプレゼンテーションと質疑応答及び採点が行われたが，１時間に

変更することを提案したい。 

    今回，短い時間の中でも，あらゆる視点から様々な意見が出され，今後 

の事業展開について具体的な提案があった。 

    どのように受け止めるかは事業担当課の判断となる。だからこそ，協働 

事業提案制度の選考委員会という外部委員が議論を尽くし，また継続の可 

否について意見を述べていくことが，政策決定過程の透明性を確保するた 

めにも必要不可欠であると感じた。 
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(２)-③ ３点目は，ふりかえり会議及び既存事業の見直しについて，選考委員

会から出された意見を，いかに政策に反映させていくか，という問題であ

る。 

    今回は，これらの意見を提言書にまとめ，市に提出するという方法を採 

った。市としても，今後，ふりかえり会議及び既存事業の見直しの内容を， 

今後の事業展開に活かす方法を，検討されたい。 
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参考資料：１① 

平成１７年度 協働事業提案の状況（その１） 

 ※「網掛け」部分：選考を通過した提案（５件） 

№ 提案団体名 事業名 事業内容 関係部署

1
農産物直売所
「とばり野菜」

農産物直
売所『とば
り野菜』

　農産物の栽培，管理，販売に農家と市民
が一体となり取り組むことにより，「食」と「環
境問題」に取り組む。また，農業体験を通じ
で，障がい者等の社会復帰と自立を促す。

障害福祉課
農政課

2

特定非営利活
動法人　教育
支援三アイの
会

児童・生徒
の具体的
指導に悩
む教員へ
の支援活
動

　教育のあり方に戸惑い，悩む教員を対象と
して教育実践上の課題解決手法を学ぶ研
修講座を開催する。この研修を通じ，教育理
論と実践の課題を解決していく中で，教員の
自信回復を図る。

指導課

3

特定非営利活
動法人　教育
支援三アイの
会

児童・生徒
スポーツ活
動団体指
導者連絡
協議会の
設立と活動

　「学校教育における学習としてのスポーツ
活動」と「地域における学習外のスポーツ活
動」における連携強化を図り，教育効果を高
める。

指導課
スポーツ課

4
ＮＰＯエコ平
板・防塵マスク
支援協会

協働による
まちづくり
を通して，
障がい者
の自立を
図る

　公園の整備に「エコ平板・製品」を使用した
環境設計を行い，障がい者の雇用確保と社
会参加を通しての自立を図る。

障害福祉課
公園緑政課

5
健康麻雀倶楽
部

健康麻雀
コミュニティ

　老化防止に役立つとされている，健康麻
雀（賭けない，吸わない，飲まない）の入門
講座，指導者教室，オープン戦等を通じ，
健康麻雀の普及を図ることをもって，中高年
の地域社会における，仲間づくり・健康づくり
の実現を図る。

保健福祉総務課
健康推進課

6
クラシックライ
ブを楽しむ会
柏支部

講演とミニ
コンサート
歌って脳
力ＵＰ!!

　脳の老化防止に関する講演会と童謡・唱
歌を参加者も共に歌うミニコンサート，クラ
シック演奏会を開催し，クラシック音楽のライ
ブ演奏を楽しみながら脳力アップを図る。

文化課

7 花ボラ会

大津ヶ丘
中央公園
敷地内の
花壇の協
働による管
理事業

　大津ヶ丘中央公園敷地内の花壇の維持
管理を通じ，市民に憩いの場・癒しの場を
提供する。

公園管理室

8 ふそう会

傾聴ボラン
ティア員養
成講座の
開催

　高齢者の孤独を癒す「傾聴ボランティア」
の養成を図る講座を実施する。

保健福祉総務課
高齢者支援課

9

ＪＳＬ児童生徒
の日本語と教
科学習の支援
会

柏ＪＳＬ学
習会

　外国籍の子どもたちの健全育成を支援す
るための「母国語及び日本語での一対一指
導」による学習会を開催することにより，日
本語を第二言語とする子どもたちの健全育
成を支援するとともに，共生の社会づくりを
推進する。

国際交流室
児童育成課
指導課

10
ＮＰＯ法人　と
きわ会まちづく
りネットワーク

中高年の
パソコン初
めて勉強
会

　インターネットの活用を主眼に置いた入門
的パソコン講習会を開催。インターネットの
活用による生涯学習，自発的・主体的な仲
間づくり，地域活動への参加を促し，中高年
の健全なシニアライフ設計を図るとともにデ
ジタルディバイトの解消を目指す。

情報政策室
高齢者支援課
社会教育課
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参考資料：１② 

平成１７年度 協働事業提案の状況（その２） 

 

※「網掛け」部分：選考を通過した提案（５件） 

№ 提案団体名 事業名 事業内容 関係部署

11
ＮＰＯ法人　ス
マイルクラブ

小学校体
育の授業
サポート事
業

　小学校における体育授業に指導スタッフ
を派遣し，運動の苦手な子どもや障がいを
持つ子どものフォローを行うことにより，児童
の学ぶ意欲及び授業効果を高め，子どもの
体力低下を防止する。

指導課

12
公園・緑地の
管理ＮＰＯ市民
の会

協働による
美しい緑の
まちづくり
実現に努
力しよう

　環境美化の精神に則った公園の維持管理
（除草，ごみ収集，遊具点検）を実施し，市
民の憩いの場・癒しの場としての公園実現を
目指す。また，公園内の見回りを行うことで，
公園の安全を確保する。

公園管理室

13
楽学生活協会
柏支部

『子どもの
自律力を
育む教育』
講座の開
催

　ニートを生み出さない基礎づくりとして，金
銭教育を切り口とした講座を開催。これによ
り，現実を理解し対峙することを学ぶことによ
る子どもの自律心向上及び働く意味を考え
るきっかけづくりを図る。また，親が家庭を学
習の実践場とするための方法を学ぶ機会と
する。

児童育成課
社会教育課
青少年課

14
特定非営利活
動法人　クリー
ンエコ

南部クリー
ンセンター
周辺のご
み収集業
務

　南部クリーンセンター周辺において，シル
バー世代及び障がい者参加のもと，地域住
民の手による家庭ごみの収集を実施するこ
とにより，ごみ分別・集積所管理の徹底を促
し，ノーマライゼーションの理念に則したコ
ミュニティの形成を図る。

クリーン推進課

15
特定非営利活
動法人　クリー
ンエコ

地域住民
による公
園，緑地管
理・保全業
務

　緑住リフレッシュ拠点を中心とする南部地
区の公園，緑地をシルバー世代及び障がい
者参加のもと，地域住民の手で管理・保全
することによって，人と自然が共生する環境
を創造する気運の高揚を促すとともに，ノー
マライゼーションの理念に則したコミュニティ
の形成を図る。

公園管理室

16
特定非営利活
動法人　パート
ナーとうかつ

福祉施設
への出前
講座

　高齢者や障がい者の入居施設を訪問し，
生きがい増進と快適生活をサポートするた
めの健康増進講座・カルチャー講座を実施
する。

高齢者支援課

17
特定非営利活
動法人　パート
ナーとうかつ

親子ふれ
あいプラザ
の開催

　工作などの物づくりと自然観察を通じて，
創意工夫や自然環境の大切さを学び，より
良い人間関係の形成を目指す「親子ふれあ
いプラザ」を小学校低学年とその保護者を
対象として開催する。

児童育成課
社会教育課
中央公民館

18
特定非営利活
動法人　パート
ナーとうかつ

ＰＴ健康生
活講座の
開設

　中高年層の病気予防・健康増進を図ること
を目的とした，ストレッチ体操と健康知識を
合わせた講座を開催することにより，健康保
険制度の財政的負担の減少を図る。

健康推進課

19
特定非営利活
動法人　手賀
沼協会

手賀沼利
用会議の
開催

　地域における貴重な水資源として，手賀沼
を有効利用することを目的としたフォーラム
を開催する。

環境保全課
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参考資料：１③ 

平成１７年度 協働事業提案の状況（その３） 

 

 ※「網掛け」部分：選考を通過した提案（５件） 

№ 提案団体名 事業名 事業内容 関係部署

20

特定非営利活
動法人　ＮＰＯ
支援センター
ちば

移動支援
の実態調
査と移動
支援人材
育成研修
の開催

　障がい・高齢化などの移動制約によって
社会参加しづらい市民の外出支援としての
福祉輸送サービスに関する実態調査及び
市民への情報提供を実施。また，移動支援
を行う団体などを対象とした研修会を開催
し，移動支援活動の担い手を育成する。

企画調整課
保健福祉総務課

21
ＮＰＯ法人　ひ
と・もの・まちづ
くり柏

若年者の
就労支援

　若年者の雇用問題を解決することを目的
に『就職相談』，『職業教育』，『情報提供』，
『合同企業説明会』を実施し，「ニート」，「フ
リーター」の減少を図る。

商工課

23
ＮＰＯ法人　ひ
と・もの・まちづ
くり柏

団塊世代
キャリア塾

　団塊の世代の大量退職（2007年問題）に
向けて，団塊世代の人生設計の支援を目的
とした講座を開催。人生のセカンドステージ
に向けて，それまでのキャリアと生き方を棚
卸しすることで，よき市民としてどう自分を生
かしていくかを整理してもらうことにより，市民
生活の活性化と市民社会に貢献する人材の
育成を図る。

社会教育課
市民活動推進課

24
ＮＰＯ法人　ひ
と・もの・まちづ
くり柏

ファイナル
プラン作成
支援

　高齢者の漠然とした不安を解消し，自分ら
しい老後を過ごすことを支援するために，人
生の終末をきちんと準備する「ファイナルプ
ランセミナー」を開催する。

高齢者支援課

25
ＮＰＯ法人　愛
と憩いと友情の
館

若年無業
者（ニート・
フリー
ター）に対
する就業
支援教育

　ニート及びフリーターに対しての就業支援
と親に対する支援講座を開催。これにより，
講座参加者の就労意欲を高め，若年無業
者の高齢化によるホームレス化を防ぎ，社会
補償費及び税収の確保及び将来的な生活
保護受給者の抑制を図る。

商工課
指導課

26
特定非営利活
動法人　いし
ずえ

地域高齢
者のため
のナイトサ
ロン事業

　沼南「いこい荘」の空き時間（17時～21時）
を利用し，地域高齢者を対象としたナイトサ
ロンを開催。「入浴」・「食事」・「送迎」のサー
ビスと“つどいの場”を設けることで，（主とし
て虚弱老人が）精神的に不安になりがちな
夕方から夜間にかけての安らぎの場を提供
する。また，利用日以外は，「おやすみなさ
いコール」による安否確認を行うほか，希望
者に対しては一次保護を実施。

高齢者支援課

※№20 は選考を通過したが，提案者による取り下げのため事業実施に至らず 
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参考資料：２ 

平成１８年度 協働事業提案の状況 

 

 ※「網掛け」部分：選考会を通過した提案（２件） 

№ 提案団体名 事 業 名 事 業 内 容 
事 業 予 算 

(円) 
市 の 事業関係課

１ 
(特活)教育支

援三アイの会 

柏市における，教育支

援活動の具体的な展開

方法の研究と実践 

 

～学校での教育活動に

参加できない児童生徒

への支援組織と活動の

展開～ 

１ 不登校児童生徒の実

態把握 

２ 教育委員会との連携

による「対策協議会の

設置 

３ 不登校児童生徒の居

場所となる『夢未来

塾』を開設し，学習及

び生活支援活動を実施

４ 教育を考えるための

市民参加型フォーラム

などの開催 

1,602,000 

 

※うち市の負担

額1,527,000 

指導課 

教育研究所 

２ 
(特活)せっけ

んの街 

子どもの未来のための

食育と環境教育 

 循環型社会の確立を目

指し，廃食油からのリサ

イクルせっけんづくりを

小学校等における環境学

習授業として協働で実施

する。 

597,000 

 

※うち市の負担

額 447,000 

クリーン推進課 

環境保全課 

消費生活センタ

ー 

指導課 

３ 

(特活)老いじ

たくあんしん

ねっと 

「老いじたくあんしん

相談室」の開設 

１ 老後のライフプラン

等に関する相談窓口の

開設 

２ 老後のライフプラン

等に関するセミナー，

出前講座の開催 

700,000 

 

※うち市の負担

額 520,000 

広報広聴課 

高齢者支援課 

(社会福祉協議

会) 

４ 

(特活)ＮＰＯ

支援センター

ちば 

 

移動支援サービス調査

並びに移動制約者と福

祉交通への理解を深め

るリーフレットの作成

及び学習会の開催 

 

１ 移動支援団体のサー

ビス内容の調査を実施

するともに，リスト化

し市民に情報提供を行

う 

２ 移動制約者への理解

と協力を求めるリーフ

レットを作成し，学習

会を開催 

 

1,503,490 

 

※うち市の負担

額 1,224,490 

 

企画調整課 

保健福祉総務課 

高齢者支援課 

障害福祉課 

(社会福祉協議

会) 

学校教育課 

指導課 
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参考資料：３ 

平成１９年度 協働事業提案の状況 

 

 ※「網掛け」部分：選考会を通過した提案（１件） 

№ 提 案 団 体 名 事 業 名 事 業 内 容 
事 業 予 算 

(うち市の負担額) 
市の事業関係課 

１ 
年金・労働

相談研究会 

年金相談の

実施 

年金窓口の恒常的な混雑の解消

と，市民満足度向上のため，既存

の相談事業との振り分けをして相

談を行う。 

402,000円 

（388,800円） 
保険年金課 

２ 
地域支援委

員会 

地域子育て

支援のため

の訪問相談

の実施 

１ 市内企業を対象に子育てに

関する制度や労務問題につ

いての訪問相談 

２ 保育施設を訪問し，子育て世

代の仕事と家庭生活の調和につ

いてヒアリング調査 

780,000円 

（605,000円) 

児童育成課 

保育課 

商工課 

男女共同参画室 

３ 

(特活)柏・

地域福祉ネ

ット“風の

木” 

地 域 高 齢

者・介護家

族支援施策 

１ 介護家族講座，ふれあいヘル

パー養成講座の実施 

２ 講座修了者を中心にした地域

でのショップ展開やヘルパー派

遣 

2,910,000円 

(600,000円) 

高齢者支援課 

障害福祉課 

商工課 

４ 

美しい地域

づ く り の

会・花ごこ

ろ 

 

戸張地区で

の環境美化

活動 

１ コミュニティガーデン 

２ ストリートガーデン 

３ 小規模公園の維持管理 

４ 戸張地区公園の維持管理 

５ 花苗の大量安価供給システム

の構築 

3,430,200円 

(2,572,650円) 

 

南部クリーンセンター 

都市計画課 

公園管理室 

道路維持課 

下水道維持課 

（みどりの基金） 

５ 
ＣＡＰなの

はな 

安全教育支

援事業 

子ども・親・地域に住む大人・教

職員を対象にＣＡＰワークショッ

プを実施し，子どもの心と体への

暴力防止を図る。  

3,160,000円 

(2,530,000円) 

生涯学習課 

◎学校安全対策室 

指導課 

６ 

(特活)牧場

跡地の緑と

環境を考え

る会 

中原ふれあ

い拠点－防

災公園共用

地利用プロ

ジェクト 

中原ふれあい防災公園隣接の共用

地利用について，住民アンケート

調査や近隣の公共施設の実態調査

等を行ってとりまとめ，地域拠点

施設の提案をする。 

747,000円 

(747,000円) 

企画調整課 

広報広聴課 

公園緑政課 

保健福祉総務課 

 ◎…事業の主担当課 
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参考資料：４ 

平成２０年度 協働事業提案の状況 

 

 ※選考会を通過した提案は０件 

№ 提案団体名 事業名 事業内容

事業予算
（円）

市負担分 事業関係課

1 若美会

小中学生への
日本伝統芸能
の伝承

踊を通して日本の伝統芸能
を体験し，礼儀作法や人に
対しての思いやり及び美し
い姿勢等を教え伝える。 520,000

企画調整課
市民活動推
進課

500,000

2

特定非営利活
動法人
ＮＰＯ共生

柏市介護家族
応援センター
の開設

介護者を抱える家族等を対
象に，行政機関や民間事業
者と連携して適当なサービ
スのコーディネートやサ
ポートを行う。 1,531,000

介護保険管
理室
地域包括支
援センター

696,000

3

特定非営利活
動法人
百尺竿頭

医療費削減と
健康維持管理
のための太極
拳ボランティ
ア養成講座

自発的な健康管理を誘発す
るため，健康体操として太
極拳を指導する地域リー
ダーを養成し，効果測定等
を行う。 800,000

保険年金課
地域健康福
祉課

500,000

4

特定非営利活
動法人
アロハート

カウンセラー
養成講座

児童虐待や介護苦による殺
人自殺，心身疾患などの悩
みを抱え込む前に，身近な
地域で話を聴き心を支える
カウンセラーを養成する。 275,000

保健福祉総
務課
高齢者支援
課

225,000

5

特定非営利活
動法人
アロハート

（仮称）お休
み処

商店街の空き店舗等を利用
して，軽飲食の提供や買物
や荷物運搬サービス，ミニ
ギャラリーやおしゃべりサ
ロンを運営し，地域のコ
ミュニケーションや商店街
の活性化を図る。

2,170,000

商工課
保健福祉総
務課
高齢者支援
課
障害福祉課
（社会福祉
協議会）

1,200,000

6
スポーツ吹矢
柏吹会

健康スポーツ
「スポーツ吹
矢」体験講座

市民参加と健康づくりの促
進のため，老若男女問わず
取り組める，腹式呼吸を活
かしたスポーツ吹矢の体験
講座を行う。 356,000

市民活動推
進課
広報広聴課
生涯学習課
スポーツ課

306,000  
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参考資料：５ 

平成２１年度 協働事業提案の状況 

 

 ※選考会を通過した提案は０件 

№
提案
団体名 提案事業名 事業内容

事業予算
（うち市の負

担額） 事業関係課

1

（特活）
権利擁護
あさひ

がん患者な
どの中間緩
和ケアハウ
ス

①がん患者（独居及び県内外
からがん治療に来る人も含
む）
②高齢者や障害者の独居で重
篤な疾患を持つ人
③退院後，次の施設や住居ま
での短期宿泊所の必要な人
に対して宿泊所及びケアを提
供するもの

36,624,000円
（11,320,000
円）

◎保健所総務企画
課
保健福祉総務課
高齢者支援課
障害福祉課

2

（特活）
情緒教育
研究所
柏支部

不登校・引
きこもりへ
の解決と予
防対策講
座・個別相
談

小・中学校や近隣センター等
において，保護者及び教員を
対象としたＥＱ概念による
「不登校・引きこもりの解
決」のための講演会や個別相
談を定期的に開催する

3,850,000円
（2,986,000
円）

◎教育研究所
児童育成課
保健所保健予防課  

 ◎…事業の主担当課 
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参考資料：６ 

平成２２年度 協働事業提案の状況 

 

 ※「網掛け」部分：選考会を通過した提案（２件） 

№ 提 案 団 体 名 事 業 名 事 業 内 容 
事 業 予 算 

（うち市の負担額） 
市の事業関係課 

１ 
(特活)スマ

イルクラブ 

子どもスポ

ーツ苦手解

決支援事業 

スマイル運

動教室（鉄

棒 上 達 教

室） 

①鉄棒上達教室スタッフ養成研修

会の実施（鉄棒上達教室に参加す

るスタッフ 10 名の事前の実技研修

を行う） 

②鉄棒上達教室の実施（市内の小

学校 5 校で 1 回 60 分の教室を週 2

回で合計8回実施する） 

1,369,000円  

（1,369,000円） 

◎スポーツ課 

指導課 

２ 

グループＳ

ＥＣ（地域

で ‘ 性 共

育’をつく

る会） 

学校におけ

る「デート

DV」防止教

育プログラ

ム実施事業 

中高生を対象に，参加型のロール

プレイやグループ討議を展開しな

がらワークショップ形式の講座を

実施する。 

300,000円  

（300,000円） 

◎学校保健課 

 指導課 

 男女共同参画室 

３ 

ワ ー カ ー

ズ・コレク

ティブ う

ぃず 

エ ン 結 び

（地縁・志

援・エンパ

ワーで繋げ

る人の援） 

①松葉地区の高齢世帯・単身高齢

者約 2000 人への声かけ訪問を行

う。 

②多種多様なニーズに合わせた講

座や介護予防教室を開催する。 

1,650,000円  

（1,000,000円） 
◎福祉活動推進課 

４ 

(特活)福祉

サービスか

しわ市民の

会 

移動困難者

（身体障が

い者，介護

認定者）の

福祉運送 

自宅に籠もりがちな移動困難者の

移動を，セダン型マイカーでサポ

ートする。24 時間休日なしの運用

で，困りごと相談にも応じる。 

2,500,000円  

（400,000円） 

◎保健福祉総務課 

  高齢者支援課 

  障害福祉課 

  交通政策課 

 ◎…事業の主担当課 

 

＜平成２２年度までの実績＞ 

 

年度 提案件数 事業実施件数 

平成１７年度 ２６ ４ 

平成１８年度 ４ ２ 

平成１９年度 ６ １ 

平成２０年度 ６ ０ 

平成２１年度 ２ ０ 

平成２２年度 ４ ２ 

 


